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1. はじめに 

機器同士をネットワークで繋げ，機器が有す

るデータを交換し合い，または当該データを基

に機器の動作を変更することで，人手を介さず

自動的にシステム化する技術は，M2M（Machine 

to Machine）技術と呼ばれている。 

諸外国では M2M 技術を利用した遠隔診断を行

うことで，病気を予防して医療費の増加を抑え

る予防医療が進んでいるが，日本では法律的な

壁があり予防医療の実験の実施は難しい。 

そこで，高血圧などの在宅治療を受けている

独居高齢者を対象に，M2M 技術を利用した薬剤摂

取状況や健康状況などのモニタリングを行い，

医療関係者が，それを適切にチェックすること

で，独居高齢者の健康を維持し病気の悪化を防

ぐことができるので，医療費の増加も抑えるこ

とが可能になると考えられる。 

また，モニタリング機能に加えて，独居高齢

者自身が異常を家族や医療関係者に発信するこ

とも，早期に適切な処置を施すことが可能にな

り，病気の重症化を予防し，結果的に医療費の

増加を抑えることができると考えられる。 

2. 独居高齢者の遠隔見守り方式の課題 

高齢化社会においては，独居高齢者を家族や

医療関係者が遠隔から見守ることができるニー

ズが高まりつつあるが，電話や監視カメラ以外

の現実的で有効な見守り手段が少ないのが現状

であり，勘違いで，薬などを多く飲み過ぎたり，

あるいは飲まな過ぎたりする事故が多く発生し

て，医療費の増大を招く原因になっている。 

平成 23 年版高齢白書によると，我が国の高齢

化率は 23.1％となり，2055 年には 40.5％に達す

ると推計されている。世界に先駆けて日本が経

験するこの急速な高齢社会において，特に独居

高齢者の自立支援，高齢者と家族・地域とのつ

ながりの必要性が認識されている。 

独居高齢者の自立や家族や地域とのつながり

を支援するシステムとして，様々な見守りシス

テムが研究開発されてきている(2)。見守りシス

テムには，高齢者の日常の生活情報をセンサー

などで取得し見守り者に送信するセンシング型
(3)と，高齢者自らが意識的に元気かどうかなど

を発信する自己発信型がある。特に在宅で家族

や医療関係者が遠隔から見守ることができるよ

うにするものである。 

そこで，本稿では，センシング型と自己発信

型の両方の機能を兼ね備えるために，タブレッ

トに音声認識機能とテキスト読み上げ機能を使

用した独居高齢者の遠隔見守り方式を提案する。 

3. 独居高齢者の遠隔見守り方式の提案手法 

本稿で提案する遠隔見守りシステムは，独居

高齢者宅に端末としてタブレットを使用し，ク

ラウド上のサーバとインターネットで通信しな

がら，独居高齢者を家族や医療関係者が遠隔か

ら見守ることができるようにするものである。 

そのために，「見守りセンサー機能」「音声

認識機能」「テキスト読み上げ機能」をタブレ

ット（Android ）に搭載する。これらの，それ

ぞれの機能の使い方について以下に説明する。 

(1) 見守りセンサー機能 

見守りセンサー機能は，独居高齢者が意識す

ることなく，独居高齢者の日常生活の状態をモ

ニタリングするものである。 

複数個ある各種の見守りセンサーは，

Bluetooth と呼ばれる無線通信方式でタブレット

に接続され，センサーデータは，タブレット経

由でクラウド上のサーバに送信され，サーバの

データベースに蓄積される。 

サーバの Web ブラウザ上には，独居高齢者ご

とのセンサー情報がリアルタイムにグラフィカ

ルに表示されるので，医療関係者は独居高齢者

の日常生活の状態を見守ることができる。 

在宅注射を必要とする独居高齢者宅の端末に

接続されるセンサー類の一例を以下に示す。 

①注射器格納箱開閉センサー 

注射器格納箱の開閉を検出するセンサーであ
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り，「開く／閉じる」がセンサー値となる。 

②注射器置台センサー 

注射器を格納する箱の中の置台に設置され，

注射器の取り出しや格納を検出するセンサーで

あり，「取り出す／置く（戻す）」がセンサー

値となる。 

（２）音声認識機能 

独居高齢者の音声を認識して，以下のような

機能を提供できる。 

①質問応答機能 

「今，何時？」のような単純な質問から，

「薬の飲み方」や「注射器の使い方」などの質

問に対しても，日本語で答える機能である。 

音声で説明するだけでは判り難い場合は，音

声だけでなく，映像と文字とバックグラウンド

音楽による説明機能もある。 

②報告機能 

「薬を飲んだ」「注射をした」と言う報告を

受け付けて，サーバのデータベースに格納する

機能である。医療関係者が独居高齢者の状態を

把握するために役に立つと期待される。 

③緊急発報機能 

 「苦しい」とか「動悸がする」などの身体の

異常を医療関係者に緊急発報する機能である。

緊急を要する場合は，医療関係者を電話で呼び

出すことも可能である。 

（３）テキスト読み上げ機能 

音声認識機能と組み合わせて，あらかじめ日

本語テキストの形で用意された情報を，独居高

齢者に対して読み上げることで，音声による以

下のような情報伝達を行うことができる。 

①予定の読み上げ機能 

薬を飲む時間や注射をする時間を音声でアナ

ウンスする機能である。毎日のことなので，予

定時間内に，薬を飲まなかったり，注射をして

いないと判断された場合のみアナウンスする。 

②勘違いや度忘れ防止機能 

独居高齢者は，勘違いや度忘れなどが起きが

ちであるので，それを補正する機能である。例

えば，外出時に点検すべきチェック項目を音声

で読み上げることで，勘違いや度忘れなどがな

いことを確認できる。 

4. 実装評価と考察 

本稿では，筆者らが提唱している M2M クライア

ント／サーバ方式(1)に基づいて，センシング型

と自己発信型の両方の機能を兼ね備えた「見守

りセンサー機能」「音声認識機能」「テキスト

読み上げ機能」をタブレット（Android）に搭載

した独居高齢者の遠隔見守り方式を構築した。 

（１）端末機器の構成 

独居高齢者宅に設置する端末機器の構成を表 1

に示す。 

表 1端末機器の構成 
項目 内容 

タブレット端末 Nexus 7(2013) 

Android のバージョン Ver.4.4 

センサー接続機器 LPCXpresso 

音声認識機能 SpeechRecognizer 機能を使用 

テキスト読み上げ機能 N2 TTS（KDDI 研究所）を使用 

 

（２）サーバの構成 

クラウド上のサーバの構成を表 2に示す。 

表 2 サーバの構成 
項目 内容 

サーバ さくら VPS サービスを使用 

SIP サーバ機能 Asterisk 1.8 

Web サーバ機能 Apache + CakePHP 2.2 

データベース MySQL 5.1 

 

（３）評価 

 フィールドにおける評価は，まだ見守りセン

サー機能だけであり，音声認識機能とテキスト

読み上げ機能の提供は，まだ試作レベルである。 

音声認識機能とテキスト読み上げ機能は，こ

のような独居高齢者の五感に訴えることで，独

居高齢者に見守り端末に対する安心感を与える

ことができると考えられる(2)。 

優先順位としては，安定した見守りセンサー

機能の提供が第一であるが，これらの機能が，

広い意味で独居高齢者の役に立つことで，確実

に遠隔治療を行うことができ，健康維持と医療

費削減を実現できると期待している。 

5. まとめ 

本稿では，M2M クライアント／サーバ方式に基

いて，タブレットに音声認識機能とテキスト読

み上げ機能を搭載した独居高齢者の遠隔見守り

方式を提案し，その実装評価と考察を行った。 

今後は，実際に地域フィールドに試験導入し， 

実施試験を行うことで，実用上の具体的な課題

や効果について検証する予定である。 
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